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平成� 23l'ド 4 Jl26日

総務省独立行政法人評価委員会

委 員長 森永 綴彦殿

政策務総・独立行政法人芸李総委員会

独立行政法人評仮分科会 欝総季語噴き霊
祭腕器官事簡

分科会長 問滋沼元 間管制時!J]55
日朝間l百評価
伊桝思議~ 

f平成� 22年度業務実綴鍔{認の兵体的取総についてjの送付について

今般、当分科会では、平成� 22年度の業務災綴に闘する二次評価に当たっ

て特に寝窓すべき事項等について、別添のどおり「平成� 22年度業務実績評

の具体的耳主総についてjを取りまとめ、各府議独立行政法人評価委員会等

の評イ湿の参議舎に供すべく送付することといたしました。

当分科会としては、上記「具体的取組についてJIこ沿って、平成� 22年度

の業務実績評価を行うこととしておりますので、御承知おき願います。

005125
タイプライターテキスト
参考統分27－４



平成� 22年議議義務き経験評謹の異体的取組について

平成� 23年� 4月初日

政策評価・独立行政法人評価委員会

独立行政法人野怖分科会

平成� 22年度における独立行政法人(以下� f法人j という。)の業務の実績に

喜きする二次評{速については、� f独立行政法人の業務の実績に観ずる評価の視点j

{平成 21年� 3月初お激策護軍綴・独立行政法人評級委魚会。以下� fさきさ委員会j

というJに沿って、法人のミッシ3 ンを踏まえた業務実綴務綴惑と行うこととす

る。具体的な取組に3当たっては、東日本大震災の発生に伴う被災務災緩や復Ifl・

復興対応の状況な踏まえ、ニ次喜平f阪を効果的・効率的に行うちのとし、特に留

意すべき事項等については、以下によるものとするb 

1 保有資産の管理・滋用等

平成� 21年度業務災綴評価における指摘事項のブオロ}アップに燃して、法

人における以下の紋級についての適切性についての評価に、特に留意する 0・二次評傾意見のめで明らかにした利用率が低調な施、設絡について、勧告

の方向性(平成年�  11 Jl26詞箆係府省あて通知)又は� f独立行政法人の

事務・事業の災直しの妻塁本方針J(平成 22年� 12月� 7羽織議決定〉で示され

た廃止、関鐙納付、災沼化等の方針に沿った法人における散総・実施許諾にきまっていない特許権等に認する見渡し状況が必ずしも傍らか

でない法人について、特許等の保有の必要性についての検討状況や、検討の

結果、知的財滋の殺現金専を行うことになった場合の取総状況や滋妙状況等を

踏まえた法人における特許権等に関する見渡し� 

2 内部統制� 

2-1 平成21年波多義務災綾評価における指摘事項のブオロ…アップに際して、

法人におりる以下の取組についての評価に、ヰ寺に留殺する。また、その評価� 

iこ当たっては、4}法人は、二次評価意見への対応・取組合業務実績報告書等

で鳴らかにし、府守支務総委員会はこれを基に評価さと行い、月守告書評価委員会と

しての見解さを傍らかにしているかに留意する。� 

. 法人の授は、総選議にとって重姿な情報告事について滋持約機に把握すると

ともに法人のミッシ� 3ン号事を役職員に男知徹底しているか。



- 法人のミッシ設ンや中期信擦のi議成を阻害する繋阪(リスク〉の洗し

しをす子い、組織全体として取組むべき滋警警なリスクの抱擁・対応を行ってい

るか。その際、自標・針僚の米漆成項箆(議長務)についての米途成要因の把

握・分析・対応等に着畏しているか。 

2 2 内部統制の先爽・強化に向けた、府省評儲委民会及び法人における積

極的必耳元組について主主続する。 

3 	 その他

以上のほか、次の取訟についての言字額に、特lと稼慾する。

・
・5革委員会が主務大使iこ通知した勧告の方向性のうあ、5]"完成 22年度におい

て取り組むこととされている事壌についての法人の取総状況

上記 f保有資産の管潔・滋用等j 及び f内部統制 J以外の平成 21年度業

務実績評綴における指議事項への対広状況




